
　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
南
島
原
市
で
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
補
助
金

関
連
、
医
療
・
福
祉
、
子
育

て
支
援
、
学
校
再
編
、
地
域

産
業
の
振
興
・
承
継
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
日
々
の
暮
ら
し

が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く
の

課
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域

の
力
が
、
ま
ち
を
支
え
る
大

切
な
土
台
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
年
６
月
に
は
、
市
長
選

挙
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
が

予
定
さ
れ
、
市
政
に
と
っ
て

一
つ
の
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
節
目
の
年
だ

か
ら
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
市
政
や
議
会
に
関
心
を

寄
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
約
４
年
間
編
集

に
携
わ
っ
て
き
た
本
紙
が
、

市
政
や
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

も
丁
寧
な
議
論
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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員　

寺
澤　
佳
洋☎ 0957-73-6611

☆議会だよりに、御意見、御感想がありましたら、

〒859-2202 南島原市有家町山川58番地1

メールアドレス：gikai@city.minamishimabara.lg.jp

議会事務局「議会だより」係までお願いします。

委 員 長 井上　修一 副委員長 末続浩二郎
委　　員 寺澤　佳洋 委　　員 田中　克彦
委　　員 永池　充宏
委　　員 田中　次廣

議　　長 吉田幸一郎
〈発行責任者〉

委　　員 酒井　光則

編集特別委員会議会広
報

▼
お
問
い
合
わ
せ
▲

次回の定例会は
令和８年２月19日㈭
開会の予定です

編

集

後

記

。

山口県萩市議会の皆様

長崎県
市議会議員研修in対馬

　令和７年８月20日㈬、対馬市交流センターに
おいて、長崎県市議会議長会議員研修会が開催
され、県下各市議会から多くの議員が参加され
ました。
　廣瀬和彦氏（㈱廣瀬行政研究所代表取締役)
は、20年以上全国市議会議長会で法制・議事運
営等の職務に従事されており、「議会における
ハラスメント」について、講話をされました。
　ハラスメントとは、自分より弱い立場にある
ものに対して、心理的・肉体的攻撃を繰り返
し、相手に深刻な苦しみを与える行動で、相手
の人格や尊厳を冒す人権問題である。ハラスメ
ントを防げない組織は、信用が失墜し、評判を
貶めることもある。
　各種ハラスメントは、被害者の主観を基本と
し、平均的な基準を持つことが大切であるが、
パワハラは被害者の主観を基準とするものでは
ない。また、ハラスメントに対し過剰に主張す
る反応も注意が必要なことなど、多様なハラス
メントの事例を示しながら注意点を示された。

南島原市を
　　視察されました

■ 視　 察　 日：令和７年１０月２１日㈫
■ 市  議  会  名：山口県萩市議会
■ 委員会（会派)：経済建設委員会
■ 視  察  内  容：有機農業・スマート農業推進の

取組について

議会だより№78の訂正について

■20ページ人事案件

➡

　令和7年10月31日発行の南島原市議会だより№78に一部誤りが
ありました。下記のとおり訂正しますとともに、ご迷惑をおか
けしましたこと深くお詫び申し上げます。

訂正
箇所 芥　俊光（誤） 　　利光（正）


